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研究の概要（200～300 字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。）  

申 請 者 ら は ， 産 後 女 性 に お け る 育 児 の 悩 み へ の 没 入 （ 反 す う ） と 抑 う つ 症 状 と の 検

討，および抑うつ予防を目的としたオンライン集団療法プログラムの開発を構想してい

る。

目的①産後 1 年以内の女性を対象に，育児の悩みへの没入や反すう傾向と産後うつ傾

向 と の 関 連 を 検 討 す る と と も に ， 本 人 に と っ て 意 義 の あ る 行 動 （ 価 値 に 沿 っ た 行

動）の活性が産後うつに及ぼす影響を明らかにする。  

目的②行動活性化法を中心とした認知行動療法を，周産期女性のライフスタイルにあ

った 形で 提 供で きる よう に， S N S やオ ンラ イン を 活用 した 予防 的集 団 療法 プロ グ

ラムを開発する。

目 的 ③ ラ ン ダ ム 化 比 較 試 験 を お こ な い ， 予 防 的 集 団 療 法 プ ロ グ ラ ム の 効 果 を 検 証 す

る。

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。）

〔産後うつ 〕〔感情制御 〕 〔認知行動療法 〕 
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研究【経過・成果】の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

周 産 期 は ， 妊 娠 ・ 出 産 に よ る 身 体 の 変 化 ， 睡 眠 不 足 や 疲 労 か ら 抑 う つ 気 分 や 不 安 が 生

じやすい。マタニティブルーが 2 週間～ 1 か月以上持続し，生活に支障をきたすようにな

る と 「 産 後 う つ 」 と い っ た う つ 病 の 診 断 基 準 を 満 た す よ う に な る 。 産 後 う つ の 有 病 率は

約 2 0％（ 5 人に 1 人）といわれているが，その閾値下の症状に悩む女性は少なくない 。  

妊娠期から産後 1 年にわたって縦断的調査をおこなった研究（安藤・武藤， 2 0 0 8）に

よ る と ， 時 期 に よ っ て 抑 う つ に 影 響 す る 要 因 は 異 な っ て い る 可 能 性 が あ り ， 産 後 早 い う

ちは生理的要因の寄与が推測されるが， 産後 6 か月以降は，自己没入や反すうといった

自 身 に 向 い た 感 情 や 注 意 が 持 続 し や す い 傾 向 が 抑 う つ レ ベ ル に 寄 与 す る こと が 示 さ れて

い る 。 反 す う と は ， 自 己 の 抑 う つ 気 分 や ， そ の 気 分 状 態 に 陥 っ た 原 因 ・ 結 果 に つ い て ，

消 極 的 に 考 え 続 け る こ と で あ り ， 抑 う つ 気 分 を 持 続 さ せ る 要 因 で あ る こ と が さ ま ざ ま な

実験や調査結果によって示されている（ N o l e n - H o e k s e m a ,  2 0 0 4）。  

う つ 病 の 行 動 モ デ ル で は ， 正 の 強 化 子 （ 達 成 感 や 社 会 的 賞 賛 な ど ） へ の 接 触 が 減 少 す

る こ と に よ っ て ， 健 康 的 な 行 動 の 頻 度 が 減 少 し ， 自 己 没 入 や 反 す う と い っ た う つ 的 な 行

動が増加して ,抑うつ症状が維持・悪化することを説明している。認知行動療法の一技法

であ る ， 行 動 活 性 化 法 は ， 反 す う な ど の う つ 的 行 動 を 減 じ て ， 正 の 強 化 子 へ の 接 触 を 増

や す た め に ， そ の 人 に と っ て 意 義 の あ る 行 動 （ 価 値 に 沿 っ た 行 動 ） を 計 画 ・ 実 行 す る こ

と を 支 援 す る 方 法 で あ り ， う つ 病 の 改 善 効 果 が 確 認 さ れ て い る （ J a c o b s o n  e t  a l . ,  

1 9 9 6）。  

以上のことから，本研究におけるリサーチクエスチョンは，以下の 3 点である。  

( 1 )産後の抑うつ傾向と，育児の悩みへの自己没入や反すうといった行動との間に関連が

あ る か ， そ の 逆 と し て ， 価 値 に 沿 っ た 行 動 や 日 常 的 な 報 酬 （ 快 感 情 や 達 成 感 な ど ） の 接

触は産後うつを抑制するか（研究１ , 2）。  

( 2 )産後女性に対して，価値に沿った行動の活性を狙った，行動活性化法を中心としたオ

ンライン集団療法プログラムの提供は可能かどうか（研究 3）。  

( 3 ) 提 供 さ れ た プ ロ グ ラ ム は ， 産 婦 の 価 値 あ る 行 動 を 活 性 化 し ， 産 後 う つ を 予 防 す る か

（研究 4）。  

 

【 2 0 2 2 年度の成果】  

（ 1）経験サンプリング法を用いた反すうが産後うつ傾向に与える影響の検討（研究 2）  

 目 的  い く つ か の 研 究 に よ っ て 反 す う が 産 後 う つ に 影 響 す る こ と が 示 さ れ て い る

( O ' M a h e n  e t  a l . ,  2 0 1 0 ;  O ' M a h e n  e t  a l . ,  2 0 1 5 ;  R a e s  e t  a l . ,  2 0 1 4 ) 。また本 研究課

題の研究 1 の質問紙調査によっても，反すうは直接的に，あるいは報酬知覚を介して間

接的にも産後うつに影響することが示された （松永他， 2 0 2 2 ）。  

し か し 、 自 己 報 告 式 の 質 問 紙 は 回 顧 の バ イ ア ス に 制 約 さ れ 、 感 情 障 害 の 研 究 で は 特 に

そ の 点 が 懸 念 さ れ て い る （ K i r c a n s k i  e t  a l . ,  2 0 1 2 ;  M a t h e w s  &  M a c L e o d ,  2 0 0 5 ）。

さ ら に 、 反 す う は 睡 眠 の 質 の 低 下 と も 関 連 し て お り 、 周 産 期 の 女 性 を 対 象 と し た 研 究 で

は 、 不 眠 と 反 す う が 高 い 女 性 は 、 両 方 ま た は ど ち ら か の ス コ ア が 低 い 女 性 よ り も 産 後 う

つ病と自殺念慮のスコアが高いことが報告されている（ K a l m b a c h  e t  a l . 、 2 0 2 0 ）。しか

し 、 周 産 期 女 性 に お け る 反 す う 、 産 後 う つ 、 不 眠 の 関 連 性 を 縦 断 的 に 検 討 し た 研 究 は 非

常に少ない。経験サンプリング法（ E S M ）は、参加者が 1 日に何度も自分の経験を報告

す る リ ア ル タ イ ム デ ー タ 収 集 法 で あ る 。 E S M の 強 み は 、 リ ア ル タ イ ム に デ ー タ を 収 集

し ， 時 間 と と も に 個 人 の 中 で 展 開 す る 心 理 プ ロ セ ス を 調 べ る こ と が で き る 点 に あ る

（ R u s c i o  e t  a l . 、 2 0 1 5 ）。そこで、研究 2 では、 E S M を用いて、反すうと産後うつ病、

不眠症の関係を明らかにすることを目的とした。  

 

 方法  産後 1 2 か月以内の女性 1 7 名（ 2 0 2 3 年 3 月 9 日現在）。コミュニティにおける

子 育 て 支 援 セ ン タ ー や ， 保 健 セ ン タ ー の 検 診 に て チ ラ シ を 配 布 し ， リ ク ル ー ト を お こ な

っ た 。 書 面 に よ る 研 究 説 明 を お こ な っ た 上 ， 同 意 が 得 ら れ た 参 加 者 の み を 調 査 対 象 と し

た。  

 測定は 2 種類であった。 E S M の評価と質問紙による評価であった。  
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研究【経過・成果】の概要（ つ づ き ）  

 E S M は 、 E X K U M A ( h t t p s : / / e x k u m a . c o m / ) と い う S N S （ L I N E ） で シ グ ナ ル を 送

り，ウェブ上で回答できる E S M プラットフォームを用いて， 5 日間， 1 日に 4 回無作

為 に 質 問 項 目 へ の 回 答 を 求 め た 。 E S M で は 、 瞬 間 的 な 反 す う （ R u s c i o  e t  a l . ,  

2 0 1 5 ）， 状 態 的 情 動 （ P A N A S ； 佐 藤 ・ 安 田 ， 2 0 0 1 ）， 状 態 的 抑 う つ （ K 6 ; F u r u k a w a ,  

K e s s l e r ,  S l a d e ,  &  A n d r e w s ,  2 0 0 3 ）の評価を行った。  

 E S M の開始前 ( T i m e  1 ) と終了後（測定日 5 日目以降 ;  T i m e  2 ）に，以下の尺度を用

いて質問紙調査を行った。なお T i m e  2 は， c , d , f のみを測定した。  

a )  フェースシート項目： I D 番号，子どもの性別と月齢，子どもの人数，就労状況  

b )  育児支援チェックリスト（吉田・山下・鈴宮， 2 0 1 7）   

c )  エジンバラ産後うつ病質問紙（ E P D S；岡野他， 1 9 9 6；山下・吉田， 2 0 0 3）  

d )  反 す う 反 応 ス タ イ ル 尺 度 （ R u m i n a t i o n  R e s p o n s e  S c a l e ;  R R S ）

( H a s e g a w a ,  2 0 1 3 )   

e )  子どもの寝つきについての質問（佐藤他， 1 9 9 4）  

f )アテネ不眠尺度   

g )睡眠時間   

h )反すうに出現する内容やテーマ（自由記述式）  

 なお，研究実施にあたっては現代心理学部 心理学研究倫理委員会の承認を受けた（承

認番号 2 2 - 3 8 ）。  

結 果  母 親 の 平 均 年 齢 は 3 6 . 3 5 歳 （ S D = 4 . 3 0 ）、 子 ど も の 平 均 年 齢 は 7 . 4 7 ヶ 月

（ S D = 2 . 7 4 ）であった。 P e a r s o n の相関係数を算出し， T i m e  1 における各測定値の関

連を検討したところ，産後うつ（ E P D S ）と特性反すう b r o o d i n g （ r = . 5 4 ， p < . 0 5 ）お

よび特性反すう r e f l e c t i o n （ r = . 6 6 ， p < . 0 1 ）の間に有意な正の相関が認められた 。産

後うつと育児ストレスや不眠 傾向との間には有意な相関は認められなかった。  

また、 E S M の状態的抑うつ（ K 6 ）を目的変数、瞬間的な反すうと P A N A S のネガテ

ィブ・ポジティブ気分スコアを説明変数とし、個人レベルで ネストしたマルチレベル分

析を行ったところ、瞬間的な反すうとネガティブ気分は有意に抑うつを予測したが、反

すう はより大きな値を有していた。さらに， 瞬間的反すうを目的変数とし， T i m e  1 に

測定 した 変数 を 説明 変数 とし たマ ルチ レ ベル 解析 では ， 産 後 うつ （ E P D S ） ,  特 性反す

う  b r o o d i n g と r e f l e c t i o n が瞬間的反すうを有意に予測していた。  

また 自 由記 述 式回 答 によ る と，「 妊娠 ・ 出産 前 の期 待 と現 実 のず れ 」に つ いて は ，体

力（ ３名），期 待だ けで なく 不安 な感 情 （ 2 名 ），「 妊娠 ・出 産前 と同 じよ うに で きない

こと」として。自分時間（ 4 名），睡眠，風呂，外出（各 3 名）であった。また「母親

になる感情」については 1 7 名中 7 名が両価的な感情（例：嬉しいけど不安） を挙げて

おり，「頻繁に考えること」として，子どもへの接し方（ 6 名）が最も多かった。  

考 察  産後うつは特性レベルのみならず，状態レベルでも反すうと強く関連している

ことが示された。 一方で，不眠傾向や子どもの睡眠 は，特性および状態レベルの反すう

との関連は見いだせなかったが，さらに多くのデータを収集する必要がある。  

 

（２）産 後 女 性 に 対 す る 行 動 活 性 化 法 を 中 心 と し た オ ン ラ イ ン 集 団 療 法 プ ロ グ ラ ム

（研究 3）  

2 0 2 2 年度は， これまでの調査結果を踏まえて， オンライン 集団認知行動療法 プログ

ラムについてプログラム内容の検討を行 った。研究代表者は M u m M o o d B o o s t e r という

インターネットや集団形式による認知行動療法プログラムを実施しているオーストラリ

アの P I R I （ P a r e n t - I n f a n t  R e s e a r c h  I n s t i t u t e）に て，実際のセラピス トから

の研修を受けた。また親の感情制御の研究を行っているオーストラリア国立大学 ( A N U )

の C h e n 氏 の 研 究 室 を 訪 問 し ， 感 情 制 御 と 親 の メ ン タ ル ヘ ル ス に 関 す る 知 見 を 収 集 し

た。それらによって獲得した知識や技術をもとに，研究分担者とオンライン 集団認知行

動療法プログラムのコンテンツを検討 ・作成した。プログラムでは，周産期のメンタル

ヘルスやパートナーとの関係などについて心理教育 をおこなう部分を動画にして，行動

活 性 化 法 の 介 入 部 分 は オ ン ラ イ ン ビ デ オ 会 議 （ z o o m ） を 用 い る 集 団 認 知 行 動 療 法 プロ

グラムを作成した。 2 0 2 3 年度からの効果研究（研究 4）を予定している。  

※この（様式２）に記入の【経過・成果】の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び  

差控え期間等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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①  雑誌論文  

１．  中村菜々子・古谷嘉一郎・松永美希  子育てに関する親の困り感に関する予備的検

討  :  自 由 記 述 の 質 的 分 類  教 育 学 論 集 中 央 大 学 教 育 学 研 究 会 ， 6 4 巻 ， 2 0 2 2 ，

p . 1 4 3 - 1 5 4 .   

２．  M i k i  M a t s u n a g a ,  J y u n k o  O k a j i m a ,  K a i c h i r o  F u r u t a n i ,  N o r i k o  

K u s a k a b e ,  N a n a k o , T a i r a - N a k a m u r a  E f f e c t s  o f  R u m i n a t i o n ,  

B e h a v i o r a l  A c t i v a t i o n ,  a n d  P e r c e i v e d  R e w a r d  o n  M o t h e r s ’  

P o s t p a r t u m  D e p r e s s i o n  d u r i n g  t h e  C O V I D - 1 9  ( i n  p r e p a r a t i o n )  

 

 

②  図書  

１ ． 松 永 美 希  第 6 章 認 知 行 動 療 法 に 基 づ く 支 援 ② ： 認 知 行 動 療 法  ミ ネ ル ヴ ァ 書 房  

公認心 理師 スタ ンダ ードテ キス トシ リー ズ 1 5   心理学 的支 援法  2 0 2 3 ， 担当 ペー

ジ数 1 6 p（ p p . 6 4 - 7 9）  

 

③  シンポジウム・公開講演会等の開催  

１．  松永美希  遠見書房オンライン講習会「認知行動療法の一歩先――学んでみる／や

ってみる」集団認知行動療法：基本と実践のコツ  2 0 2 2 年 7 月 3 1 日，オンライ

ン  

２．  日下部典子・岡島純子・松永美希・温泉美幸  日本認知・行動療法学会第 4 8 回大

会  ワークショップ「子育て支援における認知行動療法」  2 0 2 2 年 1 0 月（オン

デマンド配信）  宮崎  

３．  岡島純子  日本認知・行動療法学会第 4 8 回大会  自主企画シンポジウム「自閉ス

ペクトラム症児を育てる親に対するアクセプタンス＆コミットメント・セラピーの

実践」  2 0 2 2 年 1 0 月 2 日  宮崎  

 

 

④  その他（学会発表）  

１． 松永 美希 ・古 谷 嘉一 郎・ 岡島 純子 ・ 日下 部典 子・ 中村 菜 々子  第 2 2 回 日本 認知療

法・ 認知 行 動療 法学 会  C o v i d - 1 9 流 行 下に おけ る 産後 女性 の認 知行 動 的要 因が 抑

うつに与える影響  2 0 2 2 年 1 1 月  東京・日本橋  


